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ＰI視覚の発達の上で重要な乳幼児期に対する支援を行います児 支視 重 上

学 ・注視や追視､目と手の協応など､｢視機能の発達｣の支援

．「見て、触って、確かめる」楽しさの体験

．「バランスの取れた歩き方」や「基本的な運動動作」

の獲得を目指す支援

・保護者・関係者の方に対する育児相談、就学相談など

※定期的.継続的な相談の場として｢よつば教室｣があります。
遊びを通した発達支援
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見えにくさから生じる学習等の困難さを軽減するための支援を行いますさ習＜児
童
生
徒
の
方
へ

｡見えにくさから生じる様々な悩みごとの相談

･見やすく学習しやすい環境、安全な環境を整えるため

の情報提供

･視覚補助具や支援機器の活用に関する学習の支援

･進学に関する相談

L二」

生

9

l･
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視覚補助具（単眼鏡）操作の練習
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遠方の方向けに､県北･県南地区に「サテライト教室」を設置哩
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害に対 解す 促すサポート理 を サる仁
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デイサービス事 貝、 一保育士、 貝、 象に研修 丁ってい
放課後等 業所職一

教職一 会をイ
職場での支

援者、家 、 戸族等 視覚障圭者に関わる方々存対

ます。

（視覚支援担当者研修会･ボランティア養成講座の開催､各種研修会への講師派遣等）
視覚支援担当者研修会の様子
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「見えない．見えにくいとは？」

「視覚障害があってもできること。一人では難しいことは？」

総合的な学習の時間や道徳などで、視覚障害に関する障害理解授

業や障害疑似体験等の活動をお手伝いします。
障害理解授業の様子
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灘I
本校揮療科のご案内、 用秋 県版スマートサイトなど、冬種リーフレットをダウ●
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ロー暦ジョン
支援センター

談の対象はどんな人ですか ？、

視力や視野などの見え方に不安がある方、その家族、関係者等

が対象です。

談は学校への入学が前提ですか？
国

本校への入学は前提としていません。お気軽にご相談ください。

もちろん、入学の希望がある場合も相談に応じます。

F相談は随時行っていまず言邑
まずは、お電話ください。

ますて ｡

ま ま 。、

※相談無料、障害者手帳不要

L (平日9時'･､j16時）
無料 三筐者手 本校オリジナル

キヤラクター
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ロービジョン センター H Pへ■

〒010－1409 秋田市南ケ丘一丁目1番1号

TEL O1 8-889-8571 FAX O1 8-889-8575

E-Mail shikaku-s@akita-pref.ed.jp ’
ナビレンスとは､視覚障害者がQRコードを見つけやすくするツールです。

このQRコードはナビレンス※に対応しています
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